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設立構想をめぐって

吉川欣一

は じめに

わたしが、秋田県立-博物館建i没のこ〃にかかわりあった期間は、ごく短い。約8年という長い間の

準備期間があったのであるが、わたしが関係したのは、まだ海のものとも、II｣のものとも分らない時

期であり、どのような博物館ができあがるのか、見当もつかないことで､あった。その後全く離れてし

まうこともなかったが、余り深いつき合いなしに建物ができあがり、展示の撫備もでき、開館を迎え

るに至ったので．ある。そしてわたしは、学芸課長を拝命したので．ある。すつか1)できあがった博物館

に赴任してみて、はじめて、その準備がいかに大変であったかを感じたので､ある。そして9ヶ月が過

ぎ去ろうとしている。わたしは、博物館の専門家で､もなく、その後の勉強も不充分で．ある。

従って、以下の文章はひとりよがりの粗雑なものとなることは目に見えている。ご了承を得たいの

で｡ある。しかしながら、当初から関係して来られた学芸主事の諸氏の原稿か、このほかに掲救さオLる

筈で･あ'）、それらの文章が、私の拙ない文章を補ってくれるだろう。

1．設立の経過

まずはじめに、簡単に、設立の経過を概括してみたい。・博物館建設のことがはじめて県民に麦1月さ

されたのは、秋旺|県総合開発計画の'I'で､で．あった。この'I'で､すでに総合博物館という言葉が使われて

いる。

準備のための事務局は社会教育課で､あり、文化財係がこれを担当することになった。昭和43年県立

博物館建設"f究会が設置され、引き続き、博物館収集資料調査員の委嘱、秋田県立博物館建設実行委

員会が設置される。

この建設実行委員会は、4回の会議の後、建設候袖地として、金足小泉潟周辺という答申を出した。

県はこれをうけ、土地の買収にかかる。一方、昭和46年には、職貝8名による県立博物館建設準備室

がで・きた。本格的な準備のはじまりで､ある。同年の12JIには博物館構想委貝が委l堀され、翌47年3月

には、設立描想が完成している。これに基づき、建築設計、展示設計がなされ、昭和48年7月にいよ

いよ建築工事がはじまったので､ある。昭和49年11月には定礎式が行なわれ、一方事務局の方も、昭和

47年4月、博物館準備事務局、昭和48年4月、文化課博物館建設係、昭fill',)年12月、秋田県立･博物館

開設事務所.と続くので､ある。昭卜Ⅱ50年5月5日開館式、5月10日一般公|刑ということになる。

以上が開館まで､のごく大雑把な経過で．ある。この'冊1、関係職員の苦労は並み大底のもので･はなかっ

たで．あろう。土地買収一つとりあげても、その苦労が察しられる。その他資料の収集、研究調査等々、

殊に、開館の日が決定したあとは、それに合わせての作業で､あるから、それな'）に苦労も多かったろ

うと推察するので．ある。

ところで、県立博物館の建設は、ここ数年各県で計miさオしている。その経過はどうで､あったのか、

それぞれ各県の事情もあり、M一とは行かないだろうし、どんな方法が一番良いのかは、一概には言

えないのである。

秋Ill県立博物館が、その設立の手だてにおいて、理想的で､あったとは言えないかも知れない。しか

しながら、少なくとも、まず設立描想がたてられ、それに』産づいて、展示、建築が設計されたという

,点は、他の博物館に誇っていいことで．はないだろうか。本来博物館というものは、そういうもので･あ
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るのが当然であって、これを誇らしげに言うのもおかしな話であるが、今まで･の博物館では、そうい

う手だ､てをとらなかったのが多かったということになるだろう。

2．設立構想

今わたしの手もとに、「秋田県立綜合博物館設立描恕」という'｣､冊子が謎かれている。ページ数は

鈴ページで｡ある。設立構想委員で､ある倉田公裕、柴Ill敏降、加藤有次三氏が分担執筆したもので､ある。

いまその内容を紹介すると次のようになっている。

序生涯数育と博物館4．規模及び組織

1. 〃4本理念5.博物館に必要な各室とその機能

2．博物館の機能6．各室の車要度と坪数

3．展示の描想7．参考査料

この中で、特に爪要なのは、①、基本理念と③、展示の描想で､ある。①の'I'に、郷土学という言葉が

で･て米る。そして秋Il1'J,I-立博物館は「生涯教育の中心的拠.1.1.〔として、従米の,荊学の寄せ集め的総合博

物館ではなく、秋Ⅱ|郷土を自然史的人間史的に総合した、郷土学的綜合博物館で､あるべきもの」とさ

れている。このような堆本理念から、展示はどうあるべきかが、③、展示の描想となる。これによっ

て、第1展示、総合展示、第2展示、テーマ展示、第3展示、分類展示という三つの展示か考えられ

ている。

秋Ill県立博物館は、この設立構想に雑づいて、建設されたものであるから、以-tの考え方が全面的

にとり入れられている。即ち第1展示室は、地質、生物、考古、歴史、氏併、美術、工芸の7部門が、

時代の流れにそってそれぞ．れ展示に参加している。7部門均等にというわけには行かないし、そのか

かわり方には、多い少ないはあるが、とにかく、各部門の総合した展示ということになる。第2展示

室は、テーマ展示として、菅江真澄をと')あげている。この圭には、美術、工芸の分類展示としての

コーナーもある。第3展示室は、美術工芸をのぞ．く各部門の分類展示で．ある。このように、展示に関

しては、全く設立描想のとおりである。また前述した郷土学については、定期的に郷士学研究会とい

う会を|州き、学芸課職員の研究発表と討議等で､、郷土学へのアブ・ローチを図っているので､ある。設立

描想は、博物館にとって、まさに金科玉条というべきものとなっている。この設立描想をめぐって、

わたしなりの若干の感想をのべてみたい。

秋Ill喋立博物館は、最良と‘思われる手だてと、優秀なる人材と、リI.当局の理解ある財政的裏付けと

をもって、とにかく完成したので．ある。これからは前進しなければならない。親の|暖かい保誰のもとに

育って来た子供が、成人して一人立ちして行くように、わか博物館もその将来にIMJって、すすんで行

くことになる。設立椎想は州発点で．あり、1両1時に、将来の方I0｣をも示すもので､もあった。しかしなが

ら、博物館も生きたもので､ある。死んだ1専物館で．あってはならない。たえずはつらつとした生命を持

たなければならない。そんな方|n]を、次の諸点から老-えてみたい。

(1)総合化

ご承ﾀﾐ11のとおり、祉旧ﾘ,1-立博物館は、7部門の総合博物館ということになっている。この7部門を

持つ博物館という考え方は、一番はじめに設置された博物館建設11Ⅱ:究会においてすでに出され、この

ことについては、それ以後変わることがなかった。だから、はじめから7部門の博物館で．あるという

考え方で､進んで来たので､ある。

さて、設立拙想においては、「そうごう」という場合、綜合の習字を使っている。総合と綜合がどの

ように違うのかは、良く分らないが設立構想によれば総合博物館といった場合は、従来の並列的な、
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いろいろな部門がただあるというものを表わしている。これに反して、秋田県立博物館は綜合博物館

で･なければならず、それは、並存的集合で･は無く、秋HI学を中心とした綜合博物館で､なければならな

いと説かれている。このような考え方のあらわれが鋪1展示室で､あ')、第2展示室のテーマ展示で．あ

る。両方とも各部門による総合化がnられている。しかし、第1展示の場合、総合化か果たして充分

に果たされているかどうかの問題はあろう。これには展示資料の制約もあ')、今ここで結論を出す可

きもので､はないにしても、この展示が常設腔示て､あることを考えると、これから何十年も|司じ展示で．

良いかどうかはある程度考えて置く必要があるので､はないだろうか。今の展示が、悪いというので､は

な〈、将来、手直しや一部展示枠えも考噛に入れて置く必要があると,思うので．ある。しかしながら、

歴史の流れに沿って、各部門が総合的に考えたものであるから、二オLを大I限に変えることはで･きない

ものと,思う。次の問題はテーマ展示で､ある。これは流動的な展示で､あるから上記のような問題はな

いにしても、テーマを何にするか、これが一番問題となるだろう。現在は菅江真澄をとりあげており

これは一つのテーマとして立派にとりあげられる価値のあるものだろう。問題はこのあと、どういう

ものをとりあげるかということと、そのテーマを充分に叶究調査する余裕があるかどうかということ

で､あろう。あるテーマをj韮ひ雷、それに」,1きづいて各部門が研究し、その成果を総合化された形で展示に

結び､つけることは、かなn難しいことで｡あろうと,思う。時間的、財1段的な袈付も必要とする。だが

ら総合化ということは、困難な道であると言わねばならない。しかし、これが設立椎想に示された基

本的な考え方で．あるから、困難で､あっても、できるだけ、その方向で進むべきで．ある。

(2)美術工芸展示

現在美術工芸展示は、第2展示室の一か<を使)l1している。美術工芸品は、その持つ性格から、こ

とに美術品については長期間の展示は不可能で､ある。せいぜい2ヶ月がいいところた．そうで､ある。そ

うすると、展示替えのサイクルが早くなり、ひどい場合は2ヶ月に1度、年に6回もの展示替えが必、

要となる。現在の職員体制で､はかなり靴しいと同時に、これにたえる資料もない。美術品というもの

は、本来高価なもので､あ'）、名i'i1'lとなれば、ますます高価なものになり、公の機関で･はどうにもなら

ない場合が多いので｡ある。当館では、秋Ill県出身の｢町家の目ぼしいものは、いくつか集めてはいるが、

その数は微々たるもので何回もの展示枠えをするためには、物足りない数なので､ある。そこで勢い借

用ということにもなる。借用が悪い訳で､はない。イ|n|人のきようてい深く秘められた名品が、博物館で・

公開されるとすれば、これに越したことはないからである。しかし、これとても|股度がある。設立構

想の中で．、従来の博物館は、陳列があって、展示は少なかったというような意1床の記述がある。r宝

物の羅列で､あって、そこには何の迩図も思想もない。これを陳列という文字で･表わすことができる」

という文章がある。美術品の展示には、どうしても、この陳列に類する巾が多いと考えられる。それ

だけに、美術品についても、もう少し、｜鞭列で､はな〈展示だという面も考慮したいもので｡ある。この

ことは、当然各部門に共通して言えることで｡あるが、ことに美術関係に問題があると‘思われる。前述

のように、短期間の展示替えの中に、どのようにこのような考･えをとり入れていくか、また、館蔵品

が少ないという事もあり、たびたび､の腿示伴えか不可能だとすれば、常設展示を考慮し、年l～2回

程度の特別展を計画するとか、美術部I"]特有の問題をかかえながらも、博物館における美術展示のあ

り方について、研究する必要があると‘似われる。

(3)特別展

設立構想によれば、「テーマ展示部門は、一般に言われる特別展の意1床を指すもので．ある」とある。

とすると、テーマ展示については、さきに述べたので､、こと新しく、この問題をと')あげる必要はな

いかも知れない。ただ、テーマ展示という、現在博物館で､考えている内容と、特別展という言葉の内
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容に、多少のずれか感じられるので､ある。設立構想で､は、rテーマ展示は、あくまでも博物館の肝究

組織の'I'で､、年間における計画的な研究が進めらオし、その成果をもとに展示への企画をし.…･･」とあ

る。こういうことになると、例えば、文化庁の派造する展覧会のようなものは、特別展で､はあって

も、テーマ展示とはなり得ないことになる。ここにも展示と陳列という'州}週がある。良いものを、た

だ並べて見せるといった、例えば文化財展というテーマで．、県内の指定文化財を並べて見せるという

ことで､は、展示にならないということになるだろう。そこには、必ず研究があり、そのUf究によって

得られた成果があり、それによって、資料が選択され、展示技術とあいまって、そこに展示が完成す

るということになる。いずれにしろ、学芸課職員の仕事は、きわめて附雌で．あると言わねばならない。

(4)賓料

博物館において、黄料はきわめて重要て､ある。またまた設立椛想をリ|川するか、「博物館における

資料収集には、先ず目的がなければならない。」とまず大上段にかまえる。そして次のように続く。

「その'三l的は、博物館の性格に左右されるが、秋田県立博物館の総体理念は、形而下の学問分野の綜

合的統合から郷土学を樹立することにあるので、それに関連する査料を対象として収集するのが当然

のことで､ある」とわたしにとっては、きわめて難しい文章が続くので､ある。賓料収集にもこれだけの

考え方があり、何で､もという訳にも参らないようで､ある。

一方このようにして、収集された資料の整理保管という問題が付|池して来る。査料の整理には、そ

れそ．れの博物館で､、独自の方法をとっているだろうが、当然、』i蔭本的な耐で､は共参通していることで､あ

ろう。秋Ill県立博物館で･は、この整理の方法について具体的な計画を立て、悠理にとりかかっている

ところで瞳あるが、約32,00()点ばか|)の黄料で．ある。これらが、きっちりとカード化され、収蔵j車のあ

るべきところにきちんと収められること、そしてこれが、担当職員が変わっても、いつで･もすぐさま、

取り出して来ることができるということになるのが、本来の姿で､あろう。

さて、盗料には、次に保管の問題がある。永久的保管を目標とするためのあらゆる配慮がなされね

ばならない。博物館資料というものは、極めて多極で．あるし、殊に本館のように7部門で､あれば、そ

れだけ資料の形態、材質が多様で．ある。これらを一律の方法で､というわけにはゆかないので．ある。だ

から、その方法には、部内ごとにそれぞれ、〃f究の余地があると’思われる。美術部門で､は、ことに展

示期間内の問題ともからみ、その保存については充分な研究が必要て､あろう。これについても設立構想

で､は次のように‘述べられている。「適温、適湿、空調、防塵、防火、防虚、防虫、防菌、I坊蝕、｜坊腐、

退色、採光等に制意し…･･･」とある。いわば資料の保存のために万全の策をとることを要求している。

博物館の趣『没に際しては、当然これらの要求を満たすように設計されているわけであるが、それが100%

で､あるかどうかは、今のところ、はっきりはしないので．ある。これには、いま少しの11が間的余裕が欲

しい。

以上設立描恕をめぐって、がたしの感想のようなものを、(1)総合化(2)美術工芸展示（3階別展、

(4)登料の4点について述べたので､ある。設立構想は、この他に、例えば、調査m究、数育活動等につ

いても、くわしく述べられている。だから、全部の|州題について、ここで述べたわけで･はない。ただ、

今わたしが′忠いついた点だけをここに書いたので､ある。当館は、とにかく、｜州館して、9ケ月が過ぎた。

設立描想がどれだけ実現されたかの評価は、今後いろいろと出て米るで､あろう。たしかに設立構想は、

立派で､あi)、その税かオLるところは、現在の博物館のあり方の岐も望ましい方Wiを打ち出したものと

言えるだろう。まさしく、博物館はこうで､あらねばならぬという理想が、あるいは願望が出されてい

るので･はないだろうか。秋田県立博物館が、この構想の意図を充分にとり入れてて･きあがったもので・

あることは確かで．あろうし、いわば立派な素質を持った人間が誕生したようなものて．ある。しかし子
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供がいかに立派な素',唖、才能を排っていたとしても、それだけで･は、立派な大人に成長するとは|眠ら

ない。だから、｜‘､＃物館という組織も、これを立派に育てあげるためには、それだけの努力か必要で､あ

り、またまわ'）の人々のご協力もいただかなければならない。

以､上のことから、そろそろ、この拙文もおわりに近づいたようである。最後に、秋川県立博物館の

今後の方IA1ということを考えて兄たい。

3．県 立 博 物 館 の 今後の方向

蕪本的には、‘没立fft想に基づいたiハ肋を、今後もすすめてゆくことは当然で､ある。総合化も、郷土

学も、追求されるべきものである。前にも述べたことで､あるが、沖』吻館もやはり生きもので､ある。生

きている以上、それに栄養分も必要で､あろうし、その他生きる為の‘粥条件が必要となるだろう。それ

らの諸条件がうまくかみ 合うことによって、立派な博物館となるで､あろう。設立構想も、生かされる

というもので､ある。

またもう一つ、この諸条件というのが、うまく満たされない場合も予想できる。わたしどもは、与

えられた条件で､ｲt蛎をせざるを符:ないのだから、その場合はそのように、全力を蒲って努力をしなけ

ればならないので､ある。どうも大上段に、標題をかかげ過ぎたようで．ある。今後の方|MJといっても、

そう変わったものが!]¥て来るわけで､はないので､ある。設立ｲ,I肺想というものがあるのだから、その描想

に基づいた析勤をすれば良いということになるのだが、ただここに一つ言いたいのは、このi没立櫛想

に、しばられてはならないということで．ある。がんじがらめになってしまっては、それを)超えること

ができない。般立桃想をj越えて行こうとするのは、別に柵想を汚定しようというわけで､はない。前に

のべたように、いろいろな条件がわれわれをとりまいている。これらの条件のもとで｡、設立榊想の精

神を追求し、これを実現してゆこうとする、その場合設立拙想から離れたもの、あるいは、その精神

にそぐわないものと,思われるものもMlて米るかも知れない。それらをもふくめて、長いIIで､、博物館

を見つめて行くことである。とにかく、博物館は今後永久に続くので､ある。長い年月をかけて、｜専物

館を育てあげてゆくことが必要なので．あって、半を為すのに性急､で．あってはならない。

お わりに

わたしの拙文もこれて．おわりである。ずい分見当違いのことを群いたかも知れない。まだ経j験の浅

い者のことばとしてご了承を願いたい。これを苦い-ている今、ちょうど土I曜日の午後で､ある。冬には

珍らしく、Hi'iれあがっている。しかし案|ﾉ1から見える駐Iて場には、I'はわずか4台しか見えない。雪

国で．あるからと言えばそれまで､であるが、来航者が少ないということはやはり淋しいことで．ある。博

物館は、多数の人々に見て欲しい。そのためにはどうすれば良いのか、開館2年目を迎えようとする

博物館にとって一つの課題であろう。こんなことを考えながら、また設立怖想をひらいて見ると、あ

とがきにこんなことが書かれている。「現代社会に適応した新しい博物館機能の理念をも0込む…｣。秋

田県立博物館は、このような理念で建殺されたわけである。設立描想は、やはり長く、‐博物館の指針

となるべきもので､あろう。

－83


